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もう１つは lattice概念そのものを拡張し（partial order空間から preorder空間へ）その
上で比較静学単調性の吟味を行ったことである。とりわけ後者の議論は筆者の論文 Koji
Shirai, “ A generalization of monotone comparative statics, ” Economic
Bulletin,3(39),2008.および Koji Shirai,“A generalization of monotone comparative







第３章は、Koji Shirai,“An existence theorem for Cournot-Walras equilibria in a




































































































用関数による合理化可能性と同値であることを示している（系 5.3）。これは lattice プログ
ラミングの観点による Afriatの定理の離散バージョンと見ることができる。
ここでの分析は latticeプログラミングに依拠しているので全て解析的な分析の枠組みよ
りも弱い条件の下で成り立つものであり応用上汎用性の高いものである。
この章については予備審査において２つの問題点が指摘された。１つは theorem の証明
の不備に関するもので、効用関数の値域としてとった実数の中の整列部分集合が極限点を
複数もちうる可能性が考慮されていないことであった。これに対し、本論文では極限点が
複数存在しないことを保証する条件をはじめの２項関係に仮定することで対応している。
そしてその仮定が不自然なものでないことを本章の応用例として挙げた顕示選好の枠組み
でそれが常に満たされることで示している。もう１つは 5.3 節の応用において選好に
anti-symmetry という強い仮定を設けたことの理由を問うものであったがこれに対しては
この仮定を緩めてより弱い仮定（p.67の 1.2.3.）の下で当初の命題を証明することに成功し
ている。これらの修正により本章は節の構成を含め以前と比べ大きく改稿されている。
第６章は Conclusion である。ここでは本論文で得られた結果をまとめるとともにそれら
のインプリケーションを述べ、それと同時に将来取り組むべき課題と筆者が考える事柄を
論じている。
３．総合的評価
以上から本論文の内容に関わる予備審査での修正要求が適切に対処されていることが確
認されたが、その他に表記上の注意事項がいくつか修正要求として与えられていた。それ
らはすなわち、題名の英語化、propositionと theoremの表記上の統一化、remarkの番号
付け、語句や記号のミスプリの訂正などであったがそれらの全てに対しても本論文では十
分な対応が行われている。
固より、予備審査において本論文に対しては基本的に高い評価が与えられていた。すな
わち、本論文は現在経済理論分析に欠かせなくなった latticeプログラミングによる単調比
較静学分析の手法についての重要な貢献であり、特にこの分野の既存研究で経済分析の文
脈で使いこなすために本質的に障害となっていたいくつかの問題点を解決している点でこ
の分野の研究に大きく寄与するものと見なされる。そしてその成果の一部は定評のある査
読付学術雑誌に掲載されており十分な完成度をもった業績であることが認められる。また、
本研究中には随所に創意が窺われ、筆者がこの分野で先端的な研究を担うことが大いに期
待できる。以上から、本論文は博士学位に十分値するものと判定される。
